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ヂ頭目」 概　　　　　歴 部下数 「蟻　居　地」
張　雨廷 王徳林残党旧救国軍 500 平陽鎮南方40㎞全場溝
胡　騰打 〃 300 平陽鎮東南30km興隆溝




李春貴 細自衛軍珊占清旅長部下 800 向揚鎮北方2鰍m大鍋盗
馬　玉林 〃 300 平陽鎮北方10km恰達河
劉　漢奇 ク 250 II
李　玉豊 劉萬魁部下大刀会匪 200 平陽鎮北方35㎞鶏冠出
劉　萬蓋 〃 300 平陽鎮南東30km興隆溝
双　　勝 劉萬魁の部下 300 密出北方15km八方
坐　　山 lt 200 向陽鎮北方1翫日匪四入班
張　宝和 旧自衛軍単春諜の団長 500 密山東北35k田楊木醐
劉　鋭臣 ll 200 楊本崩東南35R田荒樹
慶　営長 丁超旅の残党 300 向陽鎮北方18k騰四入斑
張　響埼 刑旅の営長 600 向陽鎮北方20km大鍋盛





















































戸　数　総　計 5，131 366 5，096 3，568 2，826 5，223 22，210





女 10，786 1，092 13，409 12，754 11，333 13，239 62，613














































雑黛・飲食 149 16 100 31 22 160 478









製　　　粉 18 3 12 0 0 10 43






密山県城 荒　　崩 半載河 口合達河子 楊木樹 平陽鎮 合　　贅十
大豆　（石） 44，650 3，800 94，700 46，160 ll，750 73，500 274，560
高　梁　（石） 1，660 230 15，040 4，6填4 496 18，400 40，470
粟　　（石） 400 58 8，480 2，931 114 9，600 21，583
水稲　（石） 2，800 300 27，500 19，520 9，500 12，750 72，370










































土地種別 面　　積 総面積比（％〉 颪　積 総彌積比（％）
既耕地 　　187．4（工37．94ha） 13．5 187．4 20．38可
耕
地
未耕地 337．6 24．3 337．6 36．72
計 525．0 37．8 525．0 57．10





平　　地 360．0 25．9 20．0 1．18
計 864．4 62．2 394．4 42．90
































大　豆 高　梁 穀　子 小　麦 包　米
1927年 56．00 62．46 62．58 62．76 一
28年 67．20 83．28 98．34 61．81
一
菖帽昏胴”早甲一胃一幽嘗幽一曾，” P辱一・幽曹・曽一雪馴謄騨騨 雫曹曹幽幽・曹9曹騨騨”串写 幽幽曹一，，騨贈“P雫幽幽曹 雪曹，騨騨胃“虚曹曹・，．， 騨旧辱雫鴨甲嘗・曹n胴”騨騨
1932年 25．20 41．62 44．70 　 55．50
33年初 25．20 41．62 35．76 43．40 46．30
33年末 7．80 9．71 13．37 65．10 18．52
34年 9．80 12．14 13．41 65．10 18．52

















































































































































































地目 上　地 中　地 下　地
平均小作料（石〉 1．00 0．84 0．57
大　豆 3．44 2．92 2．2婆










穀　子 5．40 4．60 3．40

















































































































































































































































































































































































































牡ヂ｝江 東　安 三　江 北　安 黒　河 興安北 その他 合　計
1939年 2，151 4，285 3，186 4，687 1，532 5，542 2，856 24，241
1940年 2，322 3，042 3，469 3，575 3，282 3，892 2，825 1，410 23，820




各県 密　　虫 林　　口 宝　　清 饒　　河 虎　　林　　勃　　利 舎　　計
癒　穣〈醸〉 13，439 3，335 8，827 5，422 10，374 6，328 繧7，725





歳 入　内　訳 歳 戯　内　訳
税　　収 433，131 警　　察 2，841，072（50％）
税　　外 577，570 県補助 （15％）










密　　由 林　　口 両幽 蹴玉　　　ぞ再 饒　　河 虎　　林 勃　　利 合　　計
農家戸数 20，504 6，667 7，9護3 1β13 4，161 18，683 39，771
耕地面積 112，175 14，703 26，333 3，497 10，081 58，221 225，010




大　　豆 包　　米 水　　稲 高　　梁 小　　菱
生　塵　彙 63，690 46，066 44，150 36，050 14，483


















































整備着手面積 8，306，000 11，720，000 20，026，000
地価支払面積 4，875，754 5，925，176 10，800，930






地域 「雀」別 敏府整備」 ヂ満拓整備」 計 合　計
1．黒　河 17，042 205，974 223，016
覧満」 2．北　安 1，457，628 589，965 2，0嘆7，593 4，657，306
3．三　江 136，636 2，250，061 2，386，697
4．東　安 186，909 1，049，345 L236，254
「東　満」 5．問　島 32，595 1，208 33，803 1，488，216
6．牡丹江 45，303 172，856 218，159
7．濱江 169，416 943，100 1，112，516
「申　満」 8．吉　林 231，988 356，902 588，890 4，160，42篠
9．龍　江 2，172，894 336，124 2，459，018
10．興安東 166，512 2，055 168，567
「西　満」
11．興安南 0 1，125 1，125
｝169・692
12．奉　天 62，006 1三，605 73，611
「南　満」 13．錦　州 120，926 2，753 123，679 202，909
14．安　莱 3，217 2，102 5，319

































































































































畑　地 12L40 82．80 58．40
水　田 100．00 70．00 40．00





年次 整備衝穫 小作地颪積 小作戸数
1937 2，352，855
39 5，713，199 560，245（9．8％） 87，755
40 （44N） （86，000）
41 6，515，婆62 402，273（6。2％） 85，455








事務所 管理人（入） 戸　数（戸） 面　積（㈲ 管理戸数（戸） 管理弼積（駒）
佳木斯 287 20，397 162，133．84 71 6，564．92
牡丹江 109 11，64護 85，132．8荏 106 781．03
ハルビン 230 14，615 185，759．73 63 807．65
チチハル 50 2，720 53，594．70 54 1，071．89
吉　　林 146 19，789 126，136．80 135 863．95
束　　安 62 15，241 101，188．77 245 1，632．07
本社藏轄 52 3，349 28，173．02 64 541．78


































































2．永慶村 張守業 胡子と結ぶ， 無業
3．東北段 平金発 流蝦特務
「地　主」 「満拓」後 状　　　況
4．永安村 段建臣 没　　落 政治的に不活発
5．永升村 辛有信 没　　落 旧地主
6．永升村 侯新立 没　　落 旧地主
7．永慶村 項蘭亭 「発財」 流蝦胡子，2．と結託
8．永慶村 馬　　令 「発　賄 無産の流畏
9．　　9 毅　　方 「発財」 無産の流民
10．永平村 劉子華 「発　財」 ｝B小地主
11．　　？ 李　　冨 原状維持 旧地虫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：李爾霊，註㈱，16頁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくしだ　「土地管理人」の農民に対する搾取方法は，（1）「黒田」（「荒地」と称したり，地券をごまかして
　　　　　　　　　　かくしニきくサニう
残した土地など），（2）「黒　租」（「満拓」は毎駒，6斗の租を要求したが，それに2斗から3斗
を上のせして徴収，虎林県の太和屯の馬成前は3斗も上のせしていた），（3）「良地」の独占，（4）「満
拓」規定の「新開荒地は3年免租」を無視し徴取，（5）B本植民地権力を背景に，無償労働を強制，
拒否すれば「反満」，「通敵（ソビエト）」として「特殊労工」にまわす，（6）「満拓」からの貸付金や役
畜を不正にとりこむ，（7）「小作入」から節季ごと1こ物品を強要，拒否すれば小作地をとりあげる，
（8）「管理入」は当該地の加工業者（濾房，粉房）を兼ねる場合が多く，当然糧穀売買にかかわる
ことから，流通過程で高率の利益をあげること，などにまとめられる野
　「満拓土地管理人」の前身は，その大部分が旧地主であるが，「地癒，流蝦」がその役に就く場
合もある。第23表は鶏寧県の一部を示す。
　「満拓地区」の事実上の地主階級は，さらに一群の特権層として存在する。「土地管理面積」が
広大なため（第22表参照）「土地管理人」の代理人が養成される。また，「満拓地区」の「屯牌長」ら
は「地権」を掌握して，村に君臨し，たとえば「労工」（強制労働）にも一切出ることなく，事実
上の「地主的特権」を手に入れる。さらに，「有力者」として，ド警察，特務，悪覇」などが事実
上，地主化する。たとえば，密出県平陽区の「偽警尉」柊樹豊は，恒山区張家街村に住居してい
たが，上流に位置していることを利矯して，下流の水田1駒につき5斗の「租」を「私入」とし
て強要したりしていたIS｝
　とくにこれら「満拓地の地主階級」をいくつかの類型に分けて問題とするのは，1946年段階の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　土地改革にあたって，地主側が「土地はお上のものだから，分配してもよい」が「物資は霞分の
ものだから分配できない」として，「浮産」のとりこみをはかろうとしたからであった。
　「満拓地区」におけるもう1つの課題は「小照地」問題であった。1939年になって，一部の「土
地の買いもどし」を認め，地券を発行するにいたった。これが「小照地」である。これを実施し
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た経済的意昧は，生産力増強のために荒地の開拓を促進するところにあった。1939年10月，「東
　　　　　　かいもどし
安雀に「土地買園事務局」が設置され，1932，3年頃に発給した「土地受取澄」にもとついて「厳
格に審査」し，「県陶拓科開拓股土地係」が地券を交付することになった。測量班による「土地編
号」と「地照編号」を確認する作業が入るため，地主は測最班を有利に買収することが可能であっ
た。「東安雀」では，41年に測量終了，ようやく43年に「地照」が交付された。密山県蛤達区の大
地主沈子均は，もともと密山，鵬寧，勃利一帯に土地を所有しており，「満拓管理人」の張茂福も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいもどしその支配下にあり，欝本側の許可で姶達嵩で「焼鍋焼酒」を経営していた。「土地買圃」の過程で，
かれは，姶達崩，宝山屯，大荒地の3ヵ村で，557．2駒を買いもどし，宝山屯1村だけで300駒を
も占め，全恰達区でその半数を占めた。張茂福も200繭，恒山区小恒山村の閥杢一・は，「警察・特
務」の関係で200駒，黒台区の孫宝升は「開拓科」に勤めていたことを利用して100繭の土地を
かいもどし
「買tw　」することができた。それだけでなく，沈子均は，43年4月の1ヵ月闇に，3ヵ村の12名か
ら「小照地」150駒を「購入」していた19）
　このように「小照地」問題は，地主層に新たな経営規模拡大の機会を与えたことになり，「満拓
地区」内の地主権力の強化にも一定の役割を果たしていたといえるだろう。
　では，「満拓地区jでの地主経済はどのような経営様式をもっていたのだろうか。
　鶏寧県滴道区柳毛河老達子溝の地主，郭生は，5入の「雇農」で42駒を耕作，老達子溝全体で
4台の大車のうち3台を，全屯で13匹の馬のうち4匹を，20頭の牛のうち9頭をそれぞれ所麿，
家族も働いていた。これはいかにも「経営地主」のようであるが，実際は，政治的に「胡子団長」
李延年と関係があり，「大配給店」の萬発源の経理と交流があり，村での「悪ee　ll的位置を占め，
経済的にも老達子溝の農民の労働力「入工」を，自己の役畜労働と不等交換するような搾取をお
こなっていた。これらは，郭生を地主とみなすべき根拠となる1°｝
　「満拓地」という植民地的土地所有関係そのもののなかに，こうした地主権力が実際に存在して
おり，旧来の地主支配よりも苛酷な諸形態をもって村落内に霧臨している事実こそ，46年段階の
土地改革のなかで直面した現実であった。もちろんこの現実を，当時すぐには認識しえず，「満
拓地」はH本の所有であるから，地主は不存在であり，単に「平和的に土地分配すればよいと
いうとらえ方があったわけである。岡時に，他方で，本稿の視角からみれば，「満拓地」における
地主権力の再編成が「東安雀」地域で本格的に展鯛するのは，37年以降であり，それゆえにこそ
密山票の事例に示されるような，60％の住艮が「満振」支配下におかれる事態のもとで（註㈱参
照），「抗臼救亡政治の社会的空間」がちょうどこの頃より狭隆化されつつあった点に注際したい。
植民地的土地所有の強権的創繊が，「抗日救亡敢治」を地域に定着化できなかったという変革主
体の側の弱点を通して，地主権力の再編成に一定程度成功しえたのである。たしかに，朱建華氏
も指摘するように，H本側の軍事力の圧倒的優勢や「集照部落建設」の集中（tt　H聯軍の活動地
域での設立数は，36年に3，261，37年に4，922，38年にいなって合計1万2，565にのぼった）といっ
た直接的支配の強化と，それらに反繋するための「抗日游繋根拠地建設」という薦での認識と実
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践のたちおくれ，あるいはその未解決が，38年以降の「抗臼聯軍」の立脚点を失わせるにいたっ
たともいえよう1！｝しかしながら，こうした「抗日救亡政治の社会的空間」の存在を確実に破壊し
えた社会経済的基礎過程は，植民地的土地所有とそのもとでの地主権力の再編成にあったことを
確認しうると思われる。
　第2に，「開拓地区」の地主階級にっいてとりあげよう。
　すでに一部書及したように，日本側の移民政策とその実施は，「試験移民期（32－35年）」から，
「本格的移民期（37－41年）」を経て，「満州移民事業の崩壊期（42－45年）」へと推移するが，そ
の聞における「開拓地区の中国地主階級」についての実態については，あまり知られていない92）
　日本の開拓移民団が，密山票を含む，のちの「東安省」に入植したのは，主として第4次移民
団（35年6月），第5次移艮団（36年7月）からであった。第4次は，城子河や恰達河に，第5次
は，永安屯，朝陽屯，黒台，「信濃村」に入植，その後，第6次移民國は，虎林県にかけて広範囲
に入植した13｝
　黒台区の地主，王兆桐は200余駒を所有していたが，「開拓団」のため，黄家店の荒地200駒と代
替させられた。しかし，この代替時に，かれは黒台の一部の農民の代替地を事実上併合してしま
い，所有地をさらに200駒も増撫させた。もちろん，かれは黒台に居性したままであったので，黄
家店の土地は「当地の窮戸」に耕作させた。こうした事例は普遍的にあり，代替地に移佐しない
で地主小作農関係を拡大する機会を得たのである。
　ところで，こうした代替地地主の形成とならんで，「移民団」の土地所有になってからも，たと
えば，薪興区吉東屯の張公という地主は自分の家を「移罠団団本部」に提供，「移民団」が土地
を「小作」に出す場合必ずかれの手を経るようにすることに成功，これも事実上の「土地管理人」
化し，さまざまな収入を得たのである。團じく吉東屯の陳洪海もそうした地主の1人であった。
吉東屯の「北部一般」の「醐拓団の土地」を完全にとりしきった牌長単述文は，「小作管理」を通
じて「地権」を掌握しえた1入であった。「踊拓地」の地杢が，「地権」をもって農民を支配しえ
たのは，M本の植民地支配権力との関係から生じたものであり，それ以外の諸特権伽工業経営，
入手困難な配給物，砂糖や綿庸の操作など）もそこに起困していた警）「開拓団」は，規則の上では
「土地管理人」を置けないわけ（「由作農主義」）だから，中国人地主を非公式に代理人化せざる
をえないし，それだからこそ地主屡もいわば「懲由」に「地権」と「農民」を支配しうる余地が
生まれていたのである。当時，「開拓地」の雇傭労働についての分析が必要とされたのも，在地の
支配関係を有効に利絹することと関連があった塑
　宝清県大区王福崩村に入植したのは，由形県の集闘移民で，43年12月12露時点で40戸，168入
の規模であったが蝉李爾重によれば，到着後2年たらずで，「開拓獺」は土地を完全に「小作」に
出してしまい，その結果，村の中国旧地主たち，郭慶臣，陳宝祓，王殿軍などは「二掌櫃」，「二
地束」としての役割を果たすことになったという。そのもとにおける農民は，地主たちによって
先取された良地以外の劣悪な土地を耕作し，「小作量」は逆に最高額を支払わされた。なぜなら，
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1繭当たり2石5斗糧の生産物のうち，日本人に1石2斗から1石5斗を支払い，強翻「出荷糧」
6斗のうち3斗を負担しなければならなかったからである即
　こうした植民地的土地所有のもとにおける階級支配の重層的構造は，「軍嗣地」の場合にもあ
てはまる。たとえば，鶏寧県滴道区蘭嶺村の頭道歪子の「軍用地」は，計桂，梁順田，孟翠頭の
3人によって管理され，農民たちはこれらの中国入を「地把頭」とよんでいた。これらの土地は，
「小作」に出す場合8畝を1駒とみなすため（もちろん，日本入から管理を委託された時1910畝＝
1駒であった），5駒ごとに1駒分の日本人への「小作料」7斗がそのまま「地把頭」に入ること
になった。いうまでもなく，7斗に上のせして徴収する分は除いてである堅「軍岡地」内のこうし
た階級支配関係は，虎林県において最も普遍的なものであったとされる。
　こうしたことから，1930年代後半期，旧来の地主権力の再編成と，新しく養成された「新興地
主」とによる支配のシステムが，ひとつの社会的構造として内実をもちはじめ作動しはじめる過
程を読みとることができると考える。この過程の起源は「満州事変」以後，とくに37年以降の植
民地的土地所有の強権的創出にあったこと，そして，それが「抗臼救亡政治の社会的空間」を墜
恵」させる最も深い基盤であったことはすでに述べた。したがって，「植民地支配関係」がとりの
ぞカ・れたあとに露頭したのは，まさしく，その植畏地的土地所有という表層によっておおいかく
されていた事実上の「地主権力」による地域支配のシステムであったといわねばならない。最後
に，46年段階の直面した課題についてふれて，しめくくりとしよう。
むすび一一土地改革の直面したもの一
　1945年8月，約14年にわたる日本帝国主義の植民地支配が終止符をうったが，その時，「貧苦
の入民はなおたちあがらなかった望地主階級にとっては好機到来であった。事実，各村の「大撲
隊（公安隊，保安隊）」は地主によって組織され，政治的には優勢であった。経済的には，「地権」
を入手することであり，政治的変動を利用した土地兼併であった。口実は，「土地は元来，霞分の
ものであるから，自分にかえしてもらう」ということで，それにたいし鵬入」たちは乎をこま
ねかざるをえなかった。さらに，地主層は「敵産保全と政府への引きわたし」を大義名分にして，
慮已の武装力をもって占拠，たとえば，石河沈屯の「関東軍医院」は，階広州と畢興奮によって
押さえられたばかりか，板1枚30元，瓦1枚5元というふうに売りさばかれたりした撃
　植艮地的土地所有のもとで，lfi来からの地主権力は，全体として再編を受け，一部は没落し，
またその多くは植艮地権力の政治的枠組を利用しつつ旧来の力を維持するか，農畏にたいするよ
りいっそうの権力的支配のシステムをつくりあげるかしてきた。これは，ヂ満拓地」創出が，そう
した中国国内階級関係のあり方を規定していると岡時に，逆規定されてしか植罠地的土地所有を
維持しえなかった現実の反映であった。これを歴史的にみると，第1段階として「満据事変」か
ら5，6年の間，なお「抗日救亡政治の社会的空間」を維持しえた諸条件が，37，8年を境に確立
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された「植民地土地所有」のために崩壊させられ，「地主権力」の再編成が実現する。そうした意
味で，この間に畏族的抵抗がかなり大規模に展開しえたことが，赤裸裸な植畏地的土地所有を強
行しない限り支配を維持しえないと判断したH本側の根拠の1つであったことはまちがいない。
第2段階としての「中国地主権力」を従属的に内在させた植民地的土地所有関係は，それ自体の
「発展」を生みだすことなく，植罠地権力全体の崩壊とともに解体され，従属的であった中国地主
権力が前酉にたちあらわれる。この問題への接近は，理論的にも実践的にもジック・ザックでは
あるが，一般の農畏にとってはF植民地的土地所有」下に育てられた中国地主権力そのものの「清
算」が，「植民地」支配からの政治的経済的脱却のための条件としてとらえられる過程をたどる警）
なぜなら，地主権力はその再編過程において「植民地的」なるものとして一様に着色されないで
は存在しえなかったからである。紺比的にいうならば，「抗日救亡政治の社会的空闘」をおしっ
ぶした「植民地的土地所有」が，今度は，45年8月以降，その内部に統合していた地主権力の支
配のシステムそのものを崩壊に導く条件として作礪したのである。「菜安雀」という地域的限定を
付しつつ12｝こうした問題にかかわるものとして，戦後中国東北地域社会の変動をも視野に入れて
「満州国」期分析の必要性を強調したい。　　　　　　　　　　　　　（1986年8月14日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1987年11月11日肇多己父）
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　も参照。
33
